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3辺の長さが a, b, cである三角形が存在するための条件は，三つの不等式 a < b+c,

b < c+ a, c < a+ bが同時に成り立つことである．

このことから，3辺の長さが 3x, x+ 6, 30− 2xである三角形が存在するための xの

とり得る値の範囲は， ア < x < イ であることがわかる．この三角形が二等

辺三角形になるのは，x = ウ , エ のときである．ただし， ウ < エ

とする．

x = エ のとき，この二等辺三角形は オ である．また，x = ウ のと

き，この二等辺三角形は カ であり，その外接円の半径は
キク

√
ケ

コ
で

ある．

オ , カ の解答群 (同じものを繰り返し選んでもよい.)

0 鋭角三角形 1 直角三角形 2 鈍角三角形

(23共通テスト追・再 I 2〔1〕)

【答】
ア

4

イ

9

ウ

6

エ

8

オ

2

カ

0

キク

27

ケ

2

コ

4

【解答】
3辺の長さが 3x, x+ 6, 30− 2x である三角形が存在するための条件は

3x < (x+ 6) + (30− 2x)

x+ 6 < (30− 2x) + 3x

30− 2x < 3x+ (x+ 6)

⇐⇒


4x < 36

6 < 30 (つねに成立する)

24 < 6x

∴ 4 < x < 9 …… 1⃝ ……（答）

である．この三角形が二等辺三角形になるのは， 1⃝のもとで

3x = x+ 6 または x+ 6 = 30− 2x または 30− 2x = 3x

を満たすときである．それぞれの xの値は順に

x = 3, x = 8, x = 6

であり， 1⃝も満たす xは

x = 6, 8 ……（答）

である．
x = 8のとき，この二等辺三角形の 3辺の長さは

24, 14, 14

である．14を等辺とする直角二等辺三角形の斜辺の長さ 14
√
2とこの二等辺三角形の残りの辺

の長さ 24との大小を比較すると

24− 14
√
2 = 2(

√
144−

√
98) > 0

であるから，この二等辺三角形は鈍角三角形である． 2 ……（答）



2

x = 6のとき，この二等辺三角形の 3辺の長さは

18, 12, 18

である．18を等辺とする直角二等辺三角形の斜辺の長さ 18
√
2とこの二等辺三角形の残りの辺

の長さ 12との大小を比較すると

12− 18
√
2 < 0

であるから，この二等辺三角形は鋭角三角形である． 0 ……（答）

右図の二等辺三角形 ABCにおいて

B C

A

18

12

18

6

sinB =

√
182 − 62

18
=

√
9− 1
3

=
2
√
2

3

であるから，△ABCの外接円の半径 Rは

R = 1
2

· CA
sinB

= 1
2

· 18

2
√
2

3

=
27

√
2

4
……（答）

である．


